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開発状況の見える化を実現する
開発管理システム

長江雅史＊ 川北泰之＊

今村　剛＊＊

篠崎順子＊＊

要　旨

近年，製造業では，世界的規模でのコスト競争の激化と

ともに，顧客要求に応じた高品質の製品を短期間に開発し

市場に提供していくことが求められている。このような状

況の中，製品開発の現場では，この要求を満足するため，

開発マネジメント力の強化が切望されている。

そこで，開発マネジメント力の強化により高品質の製品

を短期間に開発することをねらいに，“開発の見える化”

による開発フロントローディング活動を推進している。こ

の活動の中で，製品開発における品質評価のタイミング

（ホールドポイント）を中心に，開発状況と開発成果物を関

係部門間（設計，品質管理，工作，その他部門）で統合的に

共有する開発管理システムを開発した。

この開発管理システムにより，リアルタイムに見える化

した情報を活用し，適切な段階で的確な課題・問題点の早

期特定と是正フォローが可能となり，開発の上流から品質

作り込み（開発のフロントローディング化）による開発期間

厳守・短縮を実現することが可能である。

また，この開発管理システムでは，設計レビュー結果等

の開発成果物から開発管理に必要な情報を抽出し，開発状

況に反映することで，開発管理にかかわる業務負荷の抑制

を図っている。

本稿では，開発管理システムの概要と，システムを活用

した開発フロントローディング活動，製品開発への適用方

法等について述べる。

計画・実践
標準プロセスの徹底／関係部門間で開発管理に必要な情報のビジブル化　環境

評価検証計画

不適合管理

DB
DR (注1)　MS-Excel，MS-Word，MS-Projectは，Microsoft Corp.の商標である。
：Data Base
：Design Review

開発管理システム
製品企画：　開発計画，投資計画，設備計画，生産計画，市場調査，販売戦略・計画，原価企画

定期的な進捗(しんちょく)状況
　（月次・週次）

開発完了（終結分析） 製品出荷状況

課題/対策状況 開発工数管理

進捗状況

 

ドキュメント（作業中を含む）
製品規格、購買規格，設計基準，品質企画，システム仕様，新規変更点確認，

特許，環境情報，輸管，議事録（フォローシート）　　等

MS-Excel（注1） MS-Word（注1）
Single Input Multi Use環境

詳細な業務管理
MS-Project（注1）

 ※開発に必要な管理すべき情報・開発ステップは開発製品ごとにカスタマイズ

レビュー結果・決裁状況

試験規格／評価結果／所内不具合管理

開発コスト月次・週次報告

業務フォロー

（静的解析）

DR支援

管理対象

（客先要求仕様管理）

（チェックリスト管理）
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工程ごとの開発状況
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CDの
向上

「守るべきルール」の
「守れるルール化」及び

「守るとメリットのある仕組み」により
「守る風土創出」

改善・標準化
　開発手順・成果物・計画の標準化
　生産性・品質向上／工期短縮のための施策
　効率的な実践環境の整備

※分析結果・定量情報を基にした継続的な改善

分析
　開発実施結果の定量的・客観的把握
　計画／実績の分析・標準プロセスの評価

・１回目：開発実施結果の分析
・ｎ回目：実践環境からの情報を活用した分析

開発管理への取り組み内容（①実業務の現状分析，②開発プロセス改善・標準化，③計画・実践環境の構築・適用とその継続）と改善の継続
によるQCD（Quality，Cost，Delivery）向上について図示している。特に，計画・実践環境では，“開発の見える化”について，各工程で，開
発状況と開発成果物を関係部門間（設計，品質管理，工作，その他部門）で統合的に共有する環境を表している。

QCD向上に向けた開発管理への取り組みと開発管理システム概要
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